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 ３級技能士の課題は棒隅木です。たる木と隅木の墨付けをする際に、長さを覚えずに『雁木

雁木雁木

雁木

がんぎ

ガネ

ガネガネ

ガネ』とい

う技法を用いて墨付けをする方法を紹介。（部材末尾に記載の実長図にて長さ確認をしてください） 

※ 雁木ガネとは、たる木や隅木などの傾斜材の墨付けをする際に、さしがねを「とき

・ ・

の

・

勾 配

・・・・

」に応

じて水平・垂直に階段状にして墨付けをする大工技術のひとつ。雁木とは渡り鳥が飛ぶ様に似てい

るところに由来。 

 

墨付け前の注意点：雁木ガネで墨付けをする場合、部材は側面から行うとよい。 

 

１． たる木 

 はじめに、たる木側面の木口から少し内に入った位置に軒先の切り墨を引く。 

 ① 切り墨上より水平 100：垂直 50 の寸法をとり、垂直部分の線を引く。（桁芯となる） 

 ② 桁芯上ばより①と同様に、水平 300：垂直 150 の寸法をとり、垂直部分の線を引く。（棟木芯となる） 

 ③ 棟木芯より、直角に 25 右にとり、立水線を引く。（切り墨となる） 
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 なぜ寸法を覚えずに、雁木ガネを使うのか
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その理由は、技能検定の本番は練習と勝手が違い緊張するものである。その緊張が、苦労して覚えた

寸法を忘れさせてしまったり、寸法取りを間違えさせたりという悪さをする。しかし、この雁木ガネは

課題図を確認しながら作業できるので、たとえばたる木の場合は、軒の出 100、桁から棟木までの長さ

300、棟木芯から切り墨まで 25 などと課題図のとおりにさしがねを当てればよく、間違いは起き難くな

る。なお、水平寸法と垂直寸法の比は、5 寸勾配なので、2：1 にすればよい。 

 

 

 

 

 

 

                           

２．隅木 

 ① 隅木側面の木口から少し内に入った位置に投げ墨を引く。裏目 150：表目 60（さしがねを裏目 100：

表目 40 で当てると、下ばまで引き切れないので 1.5 倍するとよい） 
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たる木の長さを雁木ガネで出す 

111.8 

335.4 27.9 

（確認用）たる木実長 
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※1 投げ墨は「裏目
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：欠勾」で引く。欠勾の長さは        となる。 
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※2 隅木の場合、水平の長さはすべて裏目（表目の 2 倍） となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 投げ墨上より裏目 100：表目 50 の隅勾配を作り、垂直部分の線を引く。（桁側の出中となる） 

※ 隅木の長さは本来入中で計測するが、本課題は隅木の投げ墨線を反対側の角としているので、軒

の出の 100 は出中と平行と考えてよい。（「自由ガネ」にこの立水勾配を写しておくと便利である） 

③ 出中から直角に隅木半幅（17.5）を２回右にとり、立水線を引く。（それぞれ本中、入中となる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 棟木までの長さは、桁入中から棟木入中まで雁木ガネで、裏目 300：表目 150 とする。（出中から出

中、本中から本中までも同じ長さとなるが、隅木の長さの基本は入中から入中までとする） 

 ⑤ 棟木入中より直角に表目

表目表目

表目で右に 100 のところが上ばの切り墨となる。 
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投げ墨から出中まで 
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出中から本中・入中まで 
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桁芯から棟木芯、切り墨まで 
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106.0 187.1 450.0 

（確認用）隅木実長 
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投げ墨 

基本図（欠勾） 
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